
平成３０年度第１四半期決算について平成３０年度第１四半期決算について

平成平成３０３０年年７７月月３１３１日日

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれております。こうした記述は将来の業績を

保証するものではなく、リスクと不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境

に関する前提条件の変化などに伴い変化することにご留意ください。

ご説明資料



（ 余 白 ）



■ 平成３０年度第１四半期決算 ■

１

当第１四半期

業 績

収 入 面

支 出 面

経 常 損 益
親会社株主に帰属する

四半期純損益

川内原子力発電所１、２号機や石炭火力発電所の定期検査の実施により燃料費や修繕費

が一時的に増加したことなどから、赤字となりました。

これらの影響は、４月に公表した業績予想に既に織り込んでおり、通期の経常増益の予

想に変更はありません。

当社グループは、引き続き、事業活動全般にわたる徹底した効率化等に、グループ一体

となって取り組んでまいります。

競争の進展に伴う販売電力量の減少などにより電灯電力料が減少しましたが、再エネ特

措法交付金が増加したことなどから、売上高は前年同四半期に比べ２.０％増の

４,６６２億円、経常収益は１.５％増の４,６７６億円となりました。

経常損益は１０４億円の損失、親会社株主に帰属する四半期純損益は９１億円の損失と

なりました。

グループ一体となって費用削減に取り組んでいるなか、玄海原子力発電所の発電再開に

よる燃料費の抑制はありましたが、再生可能エネルギー電源からの他社購入電力料が増加

したことや、川内原子力発電所や石炭火力発電所の定期検査の実施により燃料費や修繕費

が増加したことなどから、経常費用は９.８％増の４,７８１億円となりました。

売上高 ２期連続の増収、 経常損益 ４期ぶりの赤字
連結売上高 ： ４,６６２億円 （ 前年同四半期比 ２.０％増 ）

連結経常損益 ： ▲ １０４億円



■ 平成３０年度第１四半期決算 ■

２

連結 (億円、％) 個別 (億円、％)

H30/1Q H29/1Q 増　減 増減率 H30/1Q H29/1Q 増　減 増減率

経 常 収 益 4,676   4,606   70      1.5      経 常 収 益 4,357   4,287   70      1.6      

売 上 高 [ 再 掲 ] 4,662   4,572   89      2.0      売 上 高 [ 再 掲 ] 4,328   4,251   76      1.8      

経 常 費 用 4,781   4,352   428     9.8      経 常 費 用 4,484   4,062   421     10.4     

（ 営 業 損 益） (▲25) (331) (▲356) (－) （ 営 業 損 益） (▲77) (286) (▲364) (－)

経 常 損 益 ▲104   253     ▲357   － 経 常 損 益 ▲126   224     ▲351   － 

親会社株主に帰属する

四 半 期 純 損 益 ▲91    202     ▲294   － 四 半 期 純 損 益 ▲92    191     ▲283   － 

(参考)主要諸元表

販 売 電 力 量

原 油 CIF 価 格

為 替 レ ー ト

原子力[ 送 電 端 ]

(玄海原子力再掲)

(川内原子力再掲)

( 設 備 利 用 率 )

(21億kＷh)

(10億kＷh)

(－)

(39億kＷh)

(21億kＷh)

(▲29億kＷh)

増　減

166億kＷh 177億kＷh

H30/1Q H29/1Q

▲10億kＷh

31億kＷh 39億kＷh ▲8億kＷh

18$/b

▲2円/$109円/$ 111円/$

53$/b71$/b

(40.1％) (▲7.4％)(32.7％)
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■ 平成３０年度第１四半期決算〔個別〕 ■

販売電力量につきましては、契約電力の減少などから１６６億kＷhとなり、
前年同四半期に比べ５.９％の減少となりました。

販売電力量 (百万kＷh、％)

H30/1Q H29/1Q 増　減 前年同期比

電 灯 5,741        6,083        ▲342        94.4         

電 力 10,880       11,574       ▲694        94.0         

合 計 16,621       17,658       ▲1,036      94.1         

※百万kＷh未満は四捨五入のため、合計の数値が一致しない場合がある
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■ 平成３０年度第１四半期決算〔個別〕 ■

供給面につきましては、前年同四半期と比べて、定期検査による原子力の発電量の減少

や、新エネルギーの増加等がありましたが、火力・揚水等の発電設備の総合的な運用によ

り、安定して電力をお届けすることができました。

発受電電力量 (百万kＷh、％)

H30/1Q H29/1Q 増 減 前年同期比

水 力 1,378       1,294       84          106.5       

( 出 水 率 ) (96.9)      (91.7)      (5.2)       

火 力 7,588       8,443       ▲855       89.9        

原 子 力 3,125       3,936       ▲811       79.4        

(設備利用率) (32.7)      (40.1)      (▲7.4)     

新 ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ 等 243         292         ▲49        83.4        

計 12,334      13,965      ▲1,631     88.3        

5,486       4,586       900         119.6       

(3,245)     (2,919)     (326)       (111.2)     

▲504       ▲553       49          91.2        

17,316      17,998      ▲682       96.2        

(参考)発受電電力量に占める割合 (％)

H30/1Q H29/1Q 増 減
18.0        21.9        ▲3.9       

28.7        25.5        3.2         

原 子 力

再 エ ネ

※再エネは、太陽光、風力、ﾊﾞｲｵﾏｽ、廃棄物、地熱及び水力(揚水除き)の自社・他社合計

※1　自社の発電電力量は送電端を記載 

※2　「融通・他社」には、期末時点で把握している電力量を記載 

揚 水 用

合 計

融 通 ・ 他 社

(新ｴﾈ ﾙｷ ﾞｰ等再掲)

自
　
　
社
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■ 平成３０年度第１四半期決算〔個別〕 ■

※下線部は再エネ固定価格買取制度関連

【収支比較表（個別）】
(億円、％)

H30/1Q H29/1Q 増　減 前年同期比 主な増減説明

電 灯 料 1,284     1,312     ▲27      97.9      

電 力 料 1,765     1,810     ▲45      97.5      

（ 小 計 ） (3,050)   (3,123)   (▲73)    (97.7)    

そ の 他 1,307     1,164     143       112.3     
再エネ特措法交付金 73（937←863）
他社販売電力料 18

（ 売 上 高 ） (4,328)   (4,251)   (76)      (101.8)   

合　　　　計 4,357     4,287     70        101.6     

人 件 費 356       338       17        105.1     

燃 料 費 640       541       99        118.4     
ＣＩＦ差 90　レート差 ▲10　火力発電構成差 50
川内原子力稼働影響差 260　玄海原子力再稼働影響 ▲220
販売電力量減 ▲120

購 入 電 力 料 1,455     1,281     173       113.6     
他社購入電力料 173
(再エネ特措法買取額 113（1,138←1,025）　他社火力 67)

修 繕 費 331       256       75        129.4     原子力 87

減 価 償 却 費 427       427       -         99.9      

支 払 利 息 69        79        ▲9       88.2      

公 租 公 課 217       205       11        105.5     

原子力ﾊﾞｯ ｸ ｴﾝ ﾄﾞ費用 112       99        13        113.7     

そ の 他 872       832       40        104.9     
諸経費 25
再エネ特措法納付金 22（406←383）

合　　　　計 4,484     4,062     421       110.4     

(▲77) (286) (▲364) -         

▲126 224 ▲351 -       

-         ▲2       2         3.6       

▲34      35        ▲70      -         

▲92 191 ▲283 -         四 半 期 純 損 益

法 人 税 等

渇 水 準 備 金

原子力稼働影響▲150(川内 ▲300　玄海 150)
販売電力量減 ▲60　火力発電構成差 ▲50　諸経費増 ▲25

販売電力量減 ▲180　燃料費調整額差 107（▲141←▲248)
再エネ特措法賦課金 22（406←383）

経
常
収
益

経
常
費
用

（ 営 業 損 益 ）

経 常 損 益



■ 平成３０年度第１四半期決算 ■

6

セグメント情報 (億円)

H30/1Q H29/1Q 増　減 主な増減説明

売 上 高 4,297   4,227   70      

営業損益 ▲80    287     ▲368   

売 上 高 404     379     25      

営業損益 30      13      16      

売 上 高 218     222     ▲4     

営業損益 7       16      ▲9     

売 上 高 66      63      3       

営業損益 15      14      1       

エネルギー関連事業

電 気 事 業

・プラント工事完成高の増加などにより、売上高及び
　営業利益は増加

※上記の記載金額は、セグメント間の内部取引消去前の金額

そ の 他 の 事 業

情 報 通 信 事 業

・光ブロードバンドサービスの販売拡大などはあった
　が、情報システム開発受託の減少などにより、売上
　高は減少
・光ブロードバンドサービスに係る費用の増加などに
　より、営業利益は減少

・不動産販売に係る収入の増加などにより、売上高及
　び営業利益は増加



■ 平成３０年度第１四半期決算 ■

【連結貸借対照表】

総 資 産

負 債

純 資 産

原子力安全性向上対策工事等に伴う固定資産の増加はありましたが、
現金及び預金などの流動資産が減少したことから、前年度末に比べ
９４１億円減少しました。

未払の工事代金などのその他の流動負債が減少したことなどから、
前年度末に比べ８２６億円減少しました。

純損失※の計上や、配当金の支払による減少などにより、前年度末に
比べ１１５億円減少しました。

なお、自己資本比率は１３.４％となりました。

※親会社株主に帰属する四半期純損失

７

連結 (億円) 個別 (億円)

H30/1Q末 H29年度末 増　減 H30/1Q末 H29年度末 増　減

46,159  47,100  ▲941    41,290  42,309  ▲1,018  

39,734  40,561  ▲826    36,561  37,421  ▲860    

有 利 子 負 債 残 高 32,447  32,438  8        有 利 子 負 債 残 高 30,312  30,242  70       

6,424   6,539   ▲115    4,729   4,887   ▲158    

13.4    13.4    － 11.5    11.6    ▲0.1    自 己資 本 比 率(%)

総 資 産

負 債

純 資 産

自 己 資本 比 率(%)

総 資 産

負 債

純 資 産



（ 余 白 ）



売 上 高

経 常 利 益

親会社株主に帰属する

当期純利益

■ 平成３０年度 業績予想 ■

販売電力量の減少はありますが、燃料費調整の影響による料金単価の上昇など

により電灯電力料が増加することなどから、前回公表値を上回る２兆１００億円

程度となる見通しです。

変更はありません。

販売電力量の減少や玄海原子力発電所４号機の発電再開の遅延はあるものの、

引き続き、事業活動全般にわたる徹底した効率化等にグループ一体となって取り

組んでいくことなどから、変更はありません。

前回公表（４月）から 売上高は変更、経常利益は変更なし

連結売上高 ： ２兆１００億円（対前回公表：＋50億円）

連結経常利益 ： ８００億円
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■ 平成３０年度 業績予想 ■

連結 (億円、％) 個別 (億円、％)

今　回 ４月公表 増　減 増減率 今　回 ４月公表 増　減 増減率

売 上 高 20,100 20,050 50 0.2 売 上 高 18,700 18,650 50 0.3 

営 業 利 益 1,050 1,050 － － 営 業 利 益 850 850 － －

経 常 利 益 800 800 － － 経 常 利 益 550 550 － －

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益 550 550 － － 当 期 純 利 益 400 400 － －

(参考)主要諸元表

販 売 電 力 量

原 油 CIF 価 格

為 替 レ ー ト

原子力〔送電端〕

（ 設 備 利 用 率 ） (72.4%) (73.4%) (▲1.0%)

5$/b

285億kＷh 289億kＷh ▲4億kＷh

－ 

65$/b70$/b

110円/$ 110円/$

増　減

725億kＷh 730億kＷh

今　回 ４月公表

▲5億kＷh

9



■ 平成３０年度配当予想 ■

平成３０年度の配当につきましては、前回公表(４月)から変更ありません。

・当年度の業績や中長期的な収支・財務状況などを総合的に勘案し、普通株式１株
につき３０円（中間、期末とも１５円）の予定としております。

・Ａ種優先株式につきましては、総額３５億円（中間、期末とも１７.５億円）の

配当を実施する予定としております。
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21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

期末

中間

(円)

１株あたり配当金の推移（普通株式）

※ 平成30年度の（ ）内は予想値 10
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（参考）当社の財務状況の推移〔個別〕
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H22年度末 H23年度末 H24年度末 H25年度末 H26年度末 H27年度末 H28年度末 H29年度末 H30/1Q末

(億円)

資本金＋

法定準備金

資本金等

その他利益

剰余金、

その他資本

剰余金等

1,015

4,389 純資産
4,292

3,277

純資産
7,667

純資産
9,675

6,397

136

純資産
3,414

▲4,945

▲54

純資産
3,222

574

純資産
3,851

自己資本
比率(％)

24.9 18.7 10.2 8.1 7.3 8.9 10.5 11.6 11.5

優先株式

1,000

1,087

純資産
4,364

純資産
4,887

1,610 1,452

純資産
4,729



（参考）電力各社の自己資本比率〔平成２９年度末 連結ベース〕

電力各社の自己資本比率（Ｈ２９年度末 連結ベース）
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（％）
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賦課金

電気 電気

再エネ発電事業者

費用負担調整機関

お客さま電気事業者

賦課金買取費用

買取費用買取 電気料金

再エネ発電事業者からの｢買取｣ 買取費用の｢お客さまからの回収｣

買取費用負担の調整

納付交付

<再エネ特措法買取額>

1,138億円

<再エネ特措法賦課金>

406億円

<再エネ特措法納付金>

406億円

<再エネ特措法交付金>

937億円※

※交付金＝買取額 1,138億円

－回避可能費用等 201億円

・太陽光

・風力

・中小水力

・地熱

・バイオマス

（参考）「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」の仕組み
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H23年度末 H24年度末 H25年度末 H26年度末 H27年度末 H28年度末 H29年度末 H30/1Q末 H29/1Q H30/1Q

太陽光

風力

111

42

469

152

2,649

190

2,886

315万kＷ

516万kＷ

3,245百万kＷh

2,919百万kＷh

[設備量] [購入電力量]

43 47

272153万kＷ

[100%]

[423%]
[100%]

[109%]

[245%]

41

74

115万kＷ

48

[540%]

649万kＷ

H29/1Q H30/1Q

発受電電力量
に占める割合

16.2％ 18.7％ 

(参考)発受電電力量のうち再エネ※の割合

H29/1Q H30/1Q

自社･他社合計 25.5％ 28.7％ 

※再エネは、太陽光、風力、ﾊﾞｲｵﾏｽ、廃棄物、
　地熱及び水力(揚水除き)の合計

727万kＷ

601

50

[609%]

677

51

766

[689%]

817万kＷ

太陽光

風力

バイオマスほか

118 169

再生可能エネルギー発電促進賦課金の推移（税込）

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

単価 0.22円/kＷh 0.35円/kＷh 0.75円/kＷh 1.58円/kＷh 2.25円/kＷh 2.64円/kＷh 2.90円/kＷh

一家庭あたり金額 55円/月 87円/月 187円/月 395円/月 562円/月 660円/月 725円/月

781

51

[702%]

832万kＷ

（参考）太陽光・風力の設備導入及び電力購入の状況〔購入契約分〕
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※上記数値は他社電力購入契約分の合計（自社開発分は含まない）

※1 契約種別：従量電灯Ｂ、契約電流：30Ａ、使用電力量：250kＷhの場合
※2 再生可能エネルギーの固定価格買取制度はH24年7月開始（料金適用はH24年8月～）



（参考）燃料費調整・再エネ賦課金の電気料金への影響

・電気料金本体（税抜）については、平成２５年５月の料金値上げ※以降の燃料価格下落に伴う燃料費調整の

減少（マイナス）により、値上げ前の水準と同程度となっています。

・一方、実際にお支払いいただく料金は、再生可能エネルギー発電促進賦課金の上昇等により増加しています。

※ 川内原子力発電所１、２号機および玄海原子力発電所３、４号機の再稼働が前提

〔電気料金水準の推移〕 ※従量電灯Ｂ 30Ａ・250kＷhの場合

〔注〕 消費税率は値上げ前・値上げ時が5％、現在が8％

5,230 5,387 5,225

+165

+616
(再エネ賦課金等)

▲13
(燃料費調整等)

+603

5,600
5,765

6,368

109

725
(2.90円/kWh）

値上げ前と同程度

再生可能エネルギー発電促進賦課金等

電気料金本体（税抜、燃料費調整含み）

（円/月）

値上げ前 値上げ時 30年8月

料金
値上げ

109

消費税等相当額（電気料金本体分）

261
269

418

為替ﾚｰﾄ：107円/$
原油CIF：68$/b
※H30.3～5月平均

為替ﾚｰﾄ：79円/$
原油CIF：106$/b
※H24.7～9月平均
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（参考）電気料金（家庭用）の他社比較

・１０電力会社の中で、２番目に安い料金水準でご家庭に電気をお届けしています。

〔１０電力会社の料金水準（家庭用）〕

16



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


